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まき網漁業に関する研究－Ⅲ

（1そうまき・2そうまきの比較と実験）

一．1－

小　林　　　稔

は　し　が　き

従来，本県に封ける大中型まき網漁船は全船2そうまきであって北部太平洋海区で操業していたqそ

の主力は，網船80′〉90ト／塾であって・運搬船5～4集を有し乗組員は50～80人とその規模は

然しながら，後背地の工業化が進む忙つれて労働力不足は年と共に逼迫し・一連の省力化機械（パヮ

＿プ。ヅク，サイド。＿ラー，網那湛）の導入をもってして耐えられ帥情勢となり・操業方法の

転換を余儀をくされ19占7忙なって始めて110トン型1そうまきの建造を見た0年々1そうまきは

増加し19占9，9ケ銃を教える忙至り次の諸点で性能が路化された。

（1】船規模はる0～90ト／から110トンと大きく浸った0

（2）主機閑居力は270～450f■Sから800PSとなっている0

（31漁轢ウインチの駆動が油圧駆動となりその力量が増加された。

（4）漁撒装置は，ノくヮー7・ロックとサイドローラー，アバスとサイドローラー併用によってその性能が

強化された。

以上のように，機動力は増したが綱規模は塔載能力からして2そうせきの90トン型と嬉々同程度て

幸いにして．1そうjき・2そう、まきに乗船の機会を得て操業の実態を見ることが出来たので1そう

まき・2そうせきの操業上の比軌網規模及び漁獲成績の比較等を列記したので業界の率直をご批判を

得たい。また，1そうまきえの転換を希望されている方々えの参考に表れは幸いである0

末尾ながら，聞取り調査に心よく応じて下さった船頭並びに網棟梁，殊に乗船の折と協力下さった通

信士の各位に深謝致します。

資料及び方法

まき網漁業用する研究一Ⅰで・大中型郎網船の中から偵本船＝隻を抽出し，船癌，網棟・豪から

聞取少調査した結果をもとに網規模・操業の実態を把握し・1そうまきについては8隻の絹棟梁から網

規模を．操業については乗船した船頭から聞取った○

絹探さの測定にはネ，トゾンデ・5点式ネットニ′ンデ（古野電気製）・網深さ計（漁研塾）を用いて

測定した。

また，魚種別の適性痍討忙ついてはト泉城県漁業無頼周久慈支局で受信する漁況日報から・1そうせ

き・2そうまき夫々10貨を選び1969・1970の2年につき・八戸沖サバは10・11月・カツ

ォ・マグロ類についてはる～8月の期臥魚種別の出漁日数・投網回教，有漁細嵐漁墟竜について

整理できる範蘭で抽出したものである



結果及び考察

魚群を発見した場乱それが魚探であれ視那よるものであれ鰭の遊泳方向と速度を見究め，魚

種によっては潮流の方向と速度を考那入れて網船を占任させることは・漁船の責務でめるが・1そ

ぅまき・2そうまき共に自己の網規模計hL操業上の特性を充分生かした投網をすべーさである0

【1）1そうまき・2そうまきの網規模の相違

1そうまきが主対象とする魚種は・サノミ・カツオ・マグ咽であれ大埋2そうまきは・サバ・

ヵッォ・マクロ凱イワシ類である所からサ欄について概略の比蕨を下表に示す0

1 そ ＿うまさ （ 1 1 0 トン ） 2そ うま き（川 ～9 0 ト／）　0　 9 5 0

浮　 子 綱 長 （E ） 7 0　0 へ．　 8　9 0 7　5　 ・Y

8 0 0 ′｝ 1，D D O

1 9 0 ～ 2 5 0

8 0 0 ′・・′1．0 2 0
沈 子 綱 長 （Ⅹ ）

網　 丈 （Ⅹ ）
1 7 0 ～ 2 1 0　　7 5 0

沈　　　 子 （＿メ ） d O D ～ 1，2 0 0

5，5 ′｝ 占．0

2割 2 分 ～ 咽 J 8 分

1 〝 2 〝～ 5 Jl d l／

網 地 1 0 K 毎

5 0 0 ′、・　4 0

1 丈 当 り沈子 （メ ） 2．5 ′｝ ．

2 割 ～ 4 割 2 分

1割 2 分 ～ 5 〝7 ■′

　Ⅹ 毎

締　 結 （浮子 方 ）

（沈 子 方 ）

環　 ひ　 も 網 地 5

1 2 ．、一1 5 ケ ／網 地 5 Ⅹl 淳　　　　 子 1 5 ～ 1 8 ケ ／網 地 5 K

本表から，1そうまきは網の長さでは2そうまさよ瞞短いが網丈で曲しろ深くなってお力・沈子

では1そうまきがはるか痛くなっているため必然的絹子の数も増えている。縮酢ついては・浮子

方で1そうせき5那分，2そうまきで4割2分というのは特殊例で大勢的には大きを差異はない0環

ひもは1そう朗では網地10k毎であって2そうまきの5帽とに相違があるロ

参考までに，1そうまきでのカツ欄の概略をあげれば下表のとおりである0

淳 子 綱 長 （Ⅹ ）

沈 子 礪 長 （Ⅹ ）

綱 丈 （Ⅸ ）

沈 ＿ 子 （メ ）

1 丈 当 り沈子 （メ ）

締 結 （浮子 方 ）

8 9 0 ．〉　 9 2 0

1，0 0 0 ～ 1・0 5 5

1 5 D ′〉　 2 0　5

8　7 〔l～　 9 5　D

ま 5 ′〉4．占

2割 ～ 2 割 5 分

1割 ～ 1割 5 分

綱 地 1 0 E 毎

（沈子 方 ）

環　　　 ひ　　 も

浮　　　　 子　 1 5 ′一 1 d ケ／網 地 5 t【

1そうまきで．カツ楓サ欄を比較すると，カツオ網がサバ那娼いが網丈は浸く沈子は各般

によってまちまちである。

海面上欄われる魚群の性状については，漁拷長が最も舶地裁をもっている0海中にある魚群

については，魚探しノート等によって，叉他船の操業加・潮研摘案して網船を占庖適せるわ

けであるが，船体音による威嚇とか網の察知によっても魚群性徴妙な動座をするわけで・これは・今
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の処漁増長の長い経験によって判断せざるを得ない処である。

ここに，1そうせき・2そうまきの「殻的な殻網方法をあげると図1，2の如きものである。

＼d

′＼少

図11そ　う　ま　き 図2　2そう　まき

・．・1そうまきには，右施回する船と左施回する船とがある。

即ち，1そうまきにあっては．図1の如く魚群の遊泳方向に並んで網船を占任し．魚群と網船との距

離は投網円を7：5の比率に分ける距離で投網開始する。魚群の遊泳速度が早い場合には，投網円にお

いて魚群から450斜め前方から，遅い場合には魚群に並行する禰後方から投網開始している。

2そうまきの場合には，魚群の遊泳方向と真向いになり．その距離は投網円を図2の如く7：5把分

ける時点で投網開始するのが「般的で，魚群の遊泳速度か早い場合には投網終了点に魚群が来たときに，

叉遅いときには投網Pjの中心に魚群をおく様に投網開始をしている。

（31魚群の水平面的速断について

同一の条件で図1，2の如く投網したと想定した場合に，魚群が最初に綱に当るまでの距離は，2そ

うせきでは直径の7割，1そうまきでは直径の約4割占分である。即ち1そうまきでは，魚群が1回

目に網に当るまでの距離で2そうまきに比し約7割弱であって，動きの早い魚群の場合にはそれだけ

不利となる。その為か，1そうまきではクロマグロの様に足の早い魚群は積極的佐追う意志はな．い様

である。従って，対象としている人毛フ類ま．キハダ，ピソナが，カツオといったものであるn

参考として，図5に1そうまきによるカツオハネ

群に投網した例をあげて見た。投網は図1の如く投

網したとして，魚群が網に当り（実際には網より

5～10的手前）一旦潜没，更に浮上して同じ進路

を反転し図5の所で潜没した。これまでの時間は

55分であって最初に増凍した所までに零した時間

は15分であった。

図5
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網の長さ

魚群が絹に当るまでの距I維

′′　　　　時間

魚群の早さ　　28OJ几／908秒

915k（1，572m）

200爪．

15分　（900秒）

0・22m／秒（D・45kt）

この場合．魚群が完全潜没した2分後に環綱ワイヤーが穐上ったので魚群を完全囲頓したものと思

われる。

棄室（19°5）は，クロマグロの揚網初中期までの遊泳速度の実測値は，2～5kt（1～1．5米／秒）

であり網で狭く囲まれてくると‘k■t以上になると指南している。2～5ktで遊泳する魚群に上記

の投網方法を実施するとすれば，魚群が投網開始時から綿に到達するまでの距触200米を1～1．5米秒

で除して2分12秒～5分20秒となり投網円の約半分の所で魚群は反転することに在り甚だ不利で

ある。カツオを対象とした場合の1そうまきの投網時間は，平均して5分（50□秒）であり915k

（1572米）の網を入れ終るので，投網平均速力は9kt強（4．8米／秒）ということにたる。

141魚群の銘直面的遮断について

カツオの如く海面上に現われる現象によって投網する魚群と，大型サバの様に主に魚操によって投

網を決めている魚群では当然違った動きをすると思われるが，いずれにしても魚群が網に当ってから

の動きは今の所明らかで夜レ。乗船の折に，この点を知りたいと思レ、ソーナーで追尾してみたがカツ

オでは不鮮明となりとらえることができなかった。よって，現時点では硯装網をより深く速く沈れ

開口部の速やかを閉鎖しか方法がない。網の沈降を妨げるものとしては，船体との摩襟抵抗と潮流に

よる綿扇、ふん現象があげられよう。大方，鞠トルは投脚童に装備されていて環鋼は投網時に直線的町中

びて行くため抵抗となるのは船体との接触によるものと環綱リールのブレーキだけである。船体との

接触祇抗も＃縞初期にはあるが，中後期ではむしろ慣性による自由放出を防止している状態で過度の

ブレーキさえかけ浸ければ良いのではないかと考えられる。この外に，潮流による影響がむしろ大き

いと思われる。

図4，5，8は，1そうまき・2そうまきの網裾部の決さを計測したものであるり図1は，サノミを

対象とした2そうせきの計測結果であるが，網深さ計の故障のたわ細部の計測は出来なかったが，1

そうまきでカツオを対象とした図‘と比較してみると．鐘少が養い割合には投網終了時点までは沈降

速度が遅くなっており，網の目合いが′J＼さいので可成少の潮の影響があったものと思われる。図°は，

同一船で5回ゾンデで計測したものであるが，網深さが浅いので環播き時間を伸ばして（項）は℃上り

・二二7分かそく旛上げた‾）深さがどの程度違ってくるかを実験したもので，1・・1）より7分機上げ時間を伸ば

すことによって⑨は25米より深く入ったことになる。・：1）は普通の操業状態のものである。図5は．

1そうせきによるカツオ網の試験操業であるが，－5例で一番嶺が重かったのに拘らず投網初期の沈降

速まは一番遅くなっている。この場合は潮の流れも相当あったのでその影響も可成少あったものと思

われるが，投網開始後9分で′少，伽が略々同じ深さになっていることは．相当環網を緊張しながら投

入していたとも考えられる。

′「ヽ



図4　2そりせきの網の沈降状況

r網深さ針及びゾンデ併用）
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図5　1そうせきの網の沈降状況

r5点式ゾンデ使用1
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図る　lそうまきの網の沈降状況

（ゾンデー網中央裾部）

（51揚約時の人員配置について

乗船した折の1そうまき・2そうまきの揚網時（最も多く人手を要する）の人員配置を比較して見

ると次の如きものである。

パヮーブロ　ック

淳子たぐり

沈子たぐり

1そうせき

1（ネットロー－ラー）

4

5

2そうまき

1y　2

4ズZ

5：＜　2
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身網たぐり

油　圧　磯

城ほどき

頻示勘巷もどし

川　崎　船

船　　　頭

局　　　長

d X　2

1X　2

計　　　　　　　　　　　　　　25名　　　　　　　　5°名

網船だけの比較であって，いずれも余裕ある人員とは思うが，2そうまきの人員構成は部分的な省

力機械をもってしても大きく変えることは困難な様に息はれる。

（6）漁携洗濯について

1そうまき

パワープロタク＋サイドローラー

7バス（ネッ．トローラー，トランスポートローラー．押へローラー）十サイドローラー

2そうまき

ノくヮーブロック＋サイドローラー

ネットローラー＋網捌き磯＋サイドローラー

等の組合せによって操業されている。動力源は，1そうせきでは油圧装置，2そうまきでは油圧装

置ないしカウンターシみ事卜方式によっている。

（7）魚種の適性について

（イ）サ

サバの操業については，道東沖から房総沖まで広範囲に操業しているが，八戸沖では狭い漁場に

集中し．漁場，漁期その他の条件で比餞し易いので，サバについては八戸沖操業で検討して見た。

ここで，1そうまき・2そうまきの有効の度合を比較するのに，F値（総投網回数／出漁日数），

有漁率（有漁投網数／総投網数），1縞平均漁獲量を吾十算して次表に示す。

以上の様に，いずれも1そうまきの数値が上廻っていることがわかる。即ち，1そうまきのF値

が高いことはL意欲的でもあれ海象，気象に多少なりとも強く更に操業形態が合理化されている

結果であろう。また有漁率，1網平均漁獲領で1そうまきが優位であるのは．吹出開口部が2そう

まきよ恒J成り狭くなることと，八戸沖主漁場が100～250肌の水深にあるため綱丈が多少共

2そう1まきより深くなっていることも原因していると考えられる。

（可　カツオ・マグロ類

房総～三塵沖に至る海域で操業するカツオ・マグロ類についても，サバと同様，即値．有漁率，

1鮒平均漁獲量を計算すると次の胡きものである。

‘「

一■ヽ
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1そうまき 2そうずき

F　　　　 値 1．U　5 0．7　5

有　漁　率 0．5　9 ≧　　　8．5占

1綱一平均漁獲量

カ　　 ツ　 オ キ　 ハ　 ダ ビ ン　 ナ　 ガ ク ロ マ グ ロ

1 そ う ま き 5 ．5 トン 8 占本 5．5 トン ∠ 1 本

2 2 そ う ま き 2 ．7 トン 邑　 る9 本 1　 4・2 トン ■　　 5 5 本

、少

F値．有漁率ともカツオ・マグロ類を含めて算出したものである。1そうまきつF値が非常して高

いが，これはカツオに対して意欲的であると同時に船団の機動性の優位を示していると思われる。

有漁軍書ついては，大きな開きがで丘レのγ・ま魚種による難易唾が夫々・あるからであろう。1網平均

漁虹・壷でみるとカツオ・キハダ忙ついては1そうまきが，ピ／ナガについては2そうまきが楕優位

と覆っている。クロマグロについて抽31にある如く2そうまきが絶体優位である。上表では，1そ

うまきでのクロマグロが記されているが，極めて少い投網回数の内で，たまたま1回だけクロマグ

ロの岡礫に成功した例があるからである。

要　　　　　約

1・2そうずき絹について，漁ろう技術面からの差異及び優劣を検討してみた。

1，1・2そうまきの網規模の比餞をみると，サノ璃弓では長さにおいて2そうまき，網丈，沈子重蔓で

1そうせきが大である。－また．1そうまきのサノミ絹，カツオ禍の比較では，長さでカツオ網，網丈で

サノく網が大である。

2，投網方法については，1・2そうまき夫々経験的に縛られた一つの塾がある。水平面的魚群の断碑

からみれば，遊凍速度の早い魚群では1そうまきは不利となるが，垂直面的幽帝から見れば開口部が

狭いだけ有利とをろう。

5，同一網で倭綱ワイヤーの薦上げ時間を伸ばせば綱堀の深さが深くなることは勿論である。然し現在

装備されている程度の錘カでは，多少の増減よ摘潮流による網のふふ九現象が大きく網の沈降を左

右すると考えられる。

4・対象魚種について1・2そうせき夫々の優位性を検討してみると，1そうまきではサバ（八戸押），

カツオ／キハダが，2そうまきではクロマグロ．ビンナガが優位である。
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